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エキスパンダの認定基準及び基準確認方法

１.基準の目的

この基準は,エキスパンダの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を定め、一

般消費者の生命又は身体に対する被害の発生の防止を図ることを目的とする。

２.適用範囲

  この基準は,一般消費者が基礎体力の増強に使用する鋼線材をコイル状にし、スプリングの弾性を利

用した、ハンドルが鉄鋼製のエキスパンダ(以下「エキスパンダ」という。) について適用する。

３.形式分類

  エキスパンダの形式は,次のとおりとする。

   (1) Ａ形:スプリング内にひもが取り付けられているもの。

   (2) Ｂ形:スプリング内にひもが取り付けられていないもの。

４.安全性品質

エキスパンダの安全性品質は次の通りとする。

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法

１.構造及び

外観

１.エキスパンダの構造及び外観は次の

とおりとする。

(1) 仕上げは良好で手指等に傷害を与え

るようなはり、まくれ等がないこ

と。

(2) 外部に現われるポルト、ナット、リ

ベット等の先端は署しく突出してい

ないこと。

(3) スプリングは,ハンドルから取り外

しがてき、かつハンドルに確実に装

着できる構造であること。

(4) 鉄素地にあっては,防せい処理が施

されており、メッキ又は塗装を施し

た面には素地の露出、はがれ、さび

及び著しいむらがないこと。



項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

２.強度 ２.エキスパンダの強度は次のとおりと

する。 

 

(1) Ａ形にあっては、ひもを最長の長さ

まで引張った状態で、さらにひも〇

本につき〇kgの荷重を加えたとき,

各部に外れ,切断等がなく、かつス

フリングの永久伸びが 10mm 以下で

あること。 

 

 

 

 

 

 

(2) Ａ型にあっては、ひも〇本に、〇の

荷重を加えたとき、著しい伸び、破

断等がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) Ｂ形にあっては,両グリップ間の内

側の長さを〇まで引張ったとき、各

部に外れ、切断等がなく、かつスプ

リングの永久伸びが〇以下であるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

１.構造及び外

観 

(4) ナスカンは〇の荷重を加えたと

き、破損及び使用上支障のある変

形がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

 (5) ハンドルをグリップの軸方向に〇

で引張ったとき、破損、外れ及び

使用上支障のある変形がないこ

と。ただし、グリップに〇のトル

クをかけたとき、 回転しないも

のであって、 

  〇のトルクをかけたとき、回転す

るものにあっては、グリップを往

復〇回繰リ返し回転させた後、ハ

ンドルをグリップの軸方向に 80

㎏のカで引っ張ること。 

 

 

 

 

 

 

 



項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.耐久性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.エキスパンダの耐久性は次のとお

りとする。 

 

(1) グリップの右端を固定し、他の一

方のグリッフの左端を鉛直方向に

〇まで連続〇回繰り返し引張り、

さらに左右を入れかえ、 同様な

方法により連続〇回繰り返し引張

ったとき,各部の外れ、グリップ

の割れ、切断等がないこと。 

 

 

 

 

 

 



項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) グリップを水平に固定し、他の一

方のグリップを鉛直方向に〇まで

連続〇回繰り返し引張ったとき、

各部の外れ、グリップの割れ、切

断等がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５. 表示及び取扱説明書 

   エキスパンダの表示及び取扱説明書は次の通りとする。 

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

１.表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.取扱説明書 

１.製品には,容易に消えない方法で次

の事項を表示すること。 

 

(1) 申請者(製造業者、輸入業者等)の

名称またはその略号。 

 

(2) 製造年月もしくは輸入年月または

その略号。 

 

２.製品には次に示す趣旨の取扱い上

の意事項を明示した取扱説明書を

添付する。なお、一般消費者が容

易に理解できるよう図で明示する

のが望ましい。 

 

(1) 組立ての要領及びトレーニング方

法 

 

(2) 部品の一部が取り外されているエ

キスパンダは、その組立ての要領

及び注意 

 

(3) 使用上の注意 

 (a)使用前には:スプリングとグリッ

プ部が確実に装着されていること

を確認すること。 

 (b)ハンドルの１孔には ２本以上の

スプリングを装着しないこと。 

 (c)体力に応じた連数を選び、スプリ

ングの本数を減らして使用すると

きはバランスよく取り外すこと。 

 

 (d)グリップの一端を柱等に取リ付け

たり、足指等で押さえたりせず、

必ず１人で両手に正しく握り使用

すること。なお衣類を着用して使

用すること。 

 

１． 

 

 

(1) 目視及び触感により確認すること。 

 

 

(2) 目視及び触感により確認すること。 

 

 

２.専門用語等が使用されず、一般消費者

が容易に理解できるものであるか確認

すること。 

 



 

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

  (e)頭の上及び背面では使用しないこ

と。 

 (f)Ａ形にあっては、ひもの長さ内で

使用すること。 

 (g)グリップからハンドルを外さない

こと。 

 

(4) 使用後及び保管方法についての注

意 

 (a)幼児の手の届かないところに置く

こと。 

 (b)使用後は必ず空ぶきをすること。 

 

 

 


